
「朝市」店開き 
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① 	青森県五所川原市字岩木町121 
	

〔毎月2回・1日・15日発行〕 

のミ、はり串ら 
発 行 所 

五所川原市役所 

546号 

昭和58年 7 月1日 

〔 EF) 	闘」い十オフセ ソ トゾ 

	

市 の 人 口 
	

男 25,581人 
	

世 帯 数 14,709 

	

52,853人 
	

女 27,272人 
	

（昭和58年 6 月1日現在）住民基本台帳から 

新鮮で安い野菜・果物を皆さんの食卓へ供給しよう

という、恒例の「朝市」が 6 月11日市庁舎前のお祭

り広場で店開きしました。 

この日は早朝から薄曇りの肌寒い天気で、露店も最

盛期の 3分の 1のおよそ 30店。客の出足もいまひと

つといったところ。 

しかし、元気のいい呼び声に、出勤前のサラリーマ

ンや近くの主婦たちが露店をのぞいては採りたてのフ

キやウド、トマト、キュウリを買い求めていました。 

「朝市」は 11月 30日困まで、毎朝4時から 7時

まで開かれています。 

ご利用下さい。 
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広報ごしょがわら 昭和58年（1983年） 7 月 I日 

経
験
を
つ
み
発
展
し
て
い
る
よ
 
事
業
 

う
に
思
う
。
県
と
し
て
も
で
き
 
・
公
共

下
水
道
事
業
 

る
か
ぎ
り
協
力
を
す
る
J

と
市
 
・
菊
ケ

丘
運
動
公
園
整
備
事
 

長
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。
 
業
 

ケ最
重
点
要
望
事
業

ク
 

・
3

・
4

・
3
漆
川
・
岩
木
 

（
子
算
要
望
）
 
町
線
街
路
事
業
 

■

県
道
妙
堂
崎

・
五
所
川
原
 

■
3

・
3

・
1
田
川
・
三
ッ

線
橋
梁
整
備
事
業
 
谷

線
街
路
事
業
 

・

十
川
改
修
事
業
 

・
南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
 

・

旧
十
川
改
修
事
業
 

事
業
 

市
の
五
十
九
年
度
の
重
点
要

望
は
、
①
市
民
牛
活
関
連
基
盤

の
整
備
②
産
業
経
済
の
振
興
③

教
育
・
福
祉

‘
体
育
・
文
化

の

振
興
④
西
北
津
軽

の
中
心
都
市

と
し
て
の
機
能
整
備
ー
の
基
本

施
策
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の

で
、
最
重
点
要
望
事
業
が
十

一
一

件

（
予
算要
望
六
件
、
文
書
要

望
六
件
）
、
重
点
要
望
事
業
が

十

一
件

（
子
算
要
望
八
件
、
文

書
要
望
三
件
）
の
合
わ
せ
て
一
一

＋
三
件
で
す
。
 

説
明
会
は
、
当
日
午
後

一
時

か
ら
ア
ラ
ス
カ
会
館
で
、
森
田

市
長
を
は
じ
め
助
役
、
．関
係
課

長
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
市
長

が
「
当
市
の
立
場
が
津
軽
北
部

の
牽
引
車
的
存
在
で
あ
る
た
め
、
 

国
、
県
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
北
村
知

事
が
 
「地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
 

■

3

・
4

・
3
漆
川
・
岩
木

町
線
街
路
（
立
体
交
差
）
事
業
 

●

広
域
営
農
団
地
農
道
整
備

事
業
 ■新

農
業
構
造
改
善
事
業
 

ク重
点
要
望
事
業
4
 

（
予
算
要
望
）
 ■

国
営
附
帯
県
営
か
ん
が

い

排
水
事
業

（
排
水改
良
）
 ●

農
村
総
合
整
備
モ
デ

ル
事

業
 

■

農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
 
 

地
元
選
出
県
議
等
に
も
説
明
 

な
お
市
で
は
、
六
月
一
日
の

県
首
脳
部
に
対
す
る
説
明
会
と

前
後
し
て
、
五
月
三
十
日
に
は

市
議
会
議
貝
、
六
月
二
日

に
は

国
と
県
の
出
先
関
係
機
関
、

」
ハ

月
六
日
に
は
五
所
川
原
商
工
会

議
所
、
青
年
会
議
所
、
六
月
七

日
に
は
市
選
出
県
議
会
議
員
に

対
す
る
説
明
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開

き
理
解
と
協
力
を
求

め
ま
し
た
。
 

ロ
受
付
期
間
 
受
け
付
け
は
、
 

年
問
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。
 

ロ
応
募
資
格
 
日
本
国
籍
を
 

有
し
、
採
用
予
定
月
の

一
日
現
在
十
八
歳
以
上

二
＋
五
歳
未
満
の
男
子
。
 

ロ
試
験
期
日
及
び
場
 

受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 

ロ
待
遇
そ
の
他
 

採
用
の
日
を
も
っ

て

二
等
陸
士
、
二
等
海
士
、
 

二
等
空
士
に
任
命
さ
れ

ま
す
。
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
 

青
森
地
方
連
絡
部
五
所
川
原

募
集
事
務
所

（
。
⑩
2
3
0
5
 

番
）
 

「
人
間
性
豊
か
な
住
み

よ
い
活

力
あ

る
ま
ち

」
の
建
設

を
目
指
し
『

奉
仕
と

信
頼

の
市
政

』
を

推
進
し

て
い
る
市
で

は
、
国
や
県

に
要
望
す
る
昭

和
五
十
九

年
度
の

重
点
事

業
を

と
り
ま
と
め
、

六
月
一
日
、

青
森

市
で
北
村

知
事

を
は
じ

め
副
知
事
及
び

関
係
各

部
課

長
を
招
い

て
説
明
会
を
開
き
、

事
業

の
採
択

・
促

進
を
要

望
し

ま
し

た
。
 

2等陸・海・空士 自衛官を募集 

所 



(546号） 

児
童
手
当

及
び
特
例
給
付

受

給
者

は
、
毎
年
六

月
に
そ
の
年

の
六
月
一
日

現
在

の
状
況
を
届

け
出
る

こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま

す
。

こ
の
届
に
よ
っ

て
昭
和
五

十
八
年
六
月
分

以
降

の
支
給
を

決
定
す
る
大

事
な
届
で
す
。
届

出
が
な

い
場
合
は
、
今
後
の
支

給
が
で

き
ま
せ

ん
の
で
、

す
で
 

に
郵
送

さ
れ

て
お
り
ま
す
届
書

に
必
要
事
項
を
記
入
、

捺
印
し

至
急
提
出
し

て
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し

ま
す
。
 

☆
児
童
手
当

を
受
け
ら
れ

る

人
 

①
十

八
歳
未
満
の
児

童
を

三

人
以
上
養
育
し

て
お
り
、
そ
の

う
ち

一
人
以
上
が

義
務
教

育
終
 

了
前
の
児
童
で
あ
る
こ
と
。
 

②
そ
の
人

の
前
年
の
収
入

が

一
定
額

（
例
え
ば
扶
養
親
族
五

人
の
場
合
、

昭
和
五

十
七
年
の

収
入
が

三
九

一
万
九
千
円
）

に

満
た
な
い

こ
と
。
 

☆
特
例
給
付
を

受
け
ら
れ

る

人
 

昭
和
五
十

七
年
六
月
か
ら

②
 

の
所
得
要
件

に
あ
て

は
ま
ら
な

い
た
め
児

童
手

当
を
受
け
ら
れ

な
い
被

用
者

（
厚
生
年
金

に
加

人
し
て
い
る
人
な
ど

）
ま
た

は

公
務
員

に
つ
い
て

は
、
そ
の
人

の
前
年
の
収
入

が

一
定
の
額
に

満
た
な

い
と
き
は
、

特
例
給
付

が
支
給
さ
れ
ま

す
。
 

今
ま
で
所
得
超
過
に
よ
リ
認
 

足
を
却
下

さ
れ
た
方

は
山
度
認

定
の
請
求
が
で

き
ま
す
の
で

早

目
に
手
続

き
を
し

て
下
さ
い
。
 

（
昭
和
五
十
七

年
中

の
所
得
を

対
象

と
し
ま
す
。
）
 

詳
し
く
は
、

市
福
祉
事

務
所
 

（
。
⑩
2
1
1

1
番
、
内
線

2
 

4
3

）
へ
お
間
い
合

わ
せ
下
さ
 

o
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
 

軽
ス
ポ

ー
ッ
（
体

育
館
）
 

ロ
お
申
込
み
 
市
教

育
委
貝

会

・
保
健
体
育
課

（
。
⑩
2
1
 

1
1
、
内
線

2
5
0

)
 

広報ごしょがわら ③ 昭和58年（1983年） 7 月 1日 

「
 

』
  
‘
 

児
童
手
当

の
現
況
届
を
 

「学
校
体
育
施
設
」
を
開
放
 

ご
 利
 
用
 
ドさ
 
い
 

学
校
体

育
施
設

（
体
育
館
、
 

ロ
開
放
施

設
 
中
央
小

学
校
 

校
庭
）
の
一

般
開
放
を

次
の
と
」
 

（
校
庭
、
体
育
館
）
 

お
リ
行

い
ま
す
の
で
ご

利
用
下
 
口

利
用
種
目
 
〇
ソ

フ
ト
ボ
 

さ
い
。
 

ー
ル

（
校
庭
）
ョ
、
日
曜
日
 

市

の
長
寿
褒
彰
金

支
給
条

例

に
基
づ

き
、
満
七
十

五
歳
以
上

の
方
に
対
し

長
寿
を
祝

福
し
労

を
ね
ぎ
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し

た
褒
彰
金
を
支

給

い
た
し
ま
す
。
 

今
年
あ
ら

た
に
満
七
十
五

歳
 

を
む
か
え

た
方
ま
た
今

年
む

か
え
よ
う
と
す
る

方
は
、
市
福
祉
事

務
所

ま
で
印
鑑
と
保
険
証

持

参

の
上
申
請
に
お
い
で

く
だ

さ
い
。
な
お
、

昨

年
受
給

の
方
は
申
請
の

必
要

は
あ
リ
ま
せ

ん
。
 

ロ
支
給
要
件
 
一

年

以
上
市
内
の

居
住
者

（
昨
年
の
九

月
 
一
日
か

ら
今
年
の
九
月
 
一
日ま

で
）
 

ロ
支
給
額
 
（
毎

年
 

＋
一
一月
三
＋
一
 
日
に
お

け
る
満

年
齢

）
 

満
七
十

五
歳
か
ら
七
十
九
歳

ま
で
 

三
千
円
 

満
八
十
歳
か
ら

八
十
四
歳
ま

で
 
四
千
円
 

満
八

十
五
歳
か
ら

八
十
七
歳

ま
で
 

五
千
円
 A

遮
 

、、長寿褒彰金のお知らせ、、 



見舞金早見表 

「事
故
見
舞
金
制

度
と
は
」
 

出
稼
労
働
者
お
よ

び
留
守
家
族
の
し
あ

わ
せ
の
た
め
に
、
県

と
市
町
村
が

つ
く
っ

た
出
稼
協
会
で
行
う

互
助
制
度
で
す
。
 

出
稼
ぎ
す
る
方
が
、
 

み
ん
な
加
入
し
、
掛

金
を
出
し
合
っ

て
お

互
い
に
助
け
合
う
も

の
で
す
。
 

加
入
し
た
出
稼
ぎ

労
働
者
は
い

つ
、
ど
 

こ
で
災
害
に
あ
っ
て
も
見
舞
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

「加
入
申
し
込
み
は
」
 

市
民
課
出
稼
対
策
係
及
び
各
 

支
所
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
 

す
。
 

申
し
込
み
に
よ
っ
て
 
「加
入
 

「出
稼
ぎ
労
働
者
と
は
」
 

一
力
月
以
上

一
年
未
満
居
住

地
を
離
れ
て
就
労
し
、
就
労
後

居
住
地
に
帰
る
方
を
い
い
ま
す
。
 

（
県内
外
の
就
労
を
間
い
ま

せ
ん
。）
 

3.8% 
1コ 

59.9% 毎回楽しみにしている 

影響がない 

先行きを不安に思っている 

多少影響がある 

収入が減り困っている 

わからない 

問19 あなたは今の職業を将来もつづけていきたいと

思いますか。それとも出来ることなら他の職業

に変わりたいと思いますか。 

将来ともつづけたい

何ともいえない 

他の職業にかわりたい

わからない 

問20 五所川原の夏まつりについてどのようにお考え

ですか。 

25.1％ 面白味がないので改めた方がよい 

13.5％ 関心がない 

53.6% 

18.6% 

13.5% 

10.1% 

2.5% 

0.9% 

間20-2 つづいて（2）と答えた方にうかがいます。あな

たの考えに最も近いものをーつ選んでください。 

マンネリ化している 

一部の人だけが楽しんでいる 

4.5％ 	気軽に参加できない 

4.5％ 	別のまつりを考えるべきだ 

3.6％ 	日程を考えるべきだ 

2.7％ 	その他 

問18 現在り不況があなたの生活にどのような影響を I 問20-1‘えれでは（1）と苓えた人にうか些こます。次に 
与えていま丁か。 	 1 	あけるまつリのフちでどれが一蕎好きですか。 明

る

い
ゆ

た
か

な
 

シ
リ
ー
ズ

⑥
 

わ
ガ
ま

ち
つ

く
る
う
 

市
民
ァ
ン

ケ
ー
ト

調
査
 

囲
五
所
川
原
青

年
会
議
所
 

「
J
l
 

ニ
 
ホ
 
へ
 

5  ] 

28.3% 

20.0% 

2.4% 

44.7% I 

47.2% 

ネブタ 

虫おくり 

花火大会 

虫おくり火まつり 

馬力大会 

その他 

◇
 

◇
 

「
掛
金
は
 

」
 

一
人
年
間

六
〇

〇
円
で

す
。
 

ほ
か

に
、

県
と

市
町
村
が

一

人
年
間
八

〇
〇
円
づ

つ
負
担
し

て
ま
す
。
 

者
」
と
し
て
登
録
さ
れ
る
ほ
か
、
 

出
稼
協
会
か
ら
「
加
入
登
録
票
」
 

が
渡
さ
れ
ま
す
。
 

o

「見
舞
金
受
給
手
続
き
」
 

事
故
に
応
じ
て
、
次
の
書
類

を
市
経
由
で
協
会
に
申
請
し
て

下
さ
い
。
な
お
、
「
申
請
書
」
は

市
出
稼
対
策
係
の
窓
口
に
あ
り

ま
す
。
 

o

死
亡
し
た
と
き
 

死
亡
診
断
書
か
死
体
検
案
書

と
戸
籍
謄
本
。
た
だ
し
、
勤
務

時
間
内
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
 

さ
ら
に
雇
用
主
の
証
明
書
が
必

要
で
す
。
 

o

傷
病
・
廃
疾
の
と
き
 

必
ず
出
稼
先
の
医
師
の
診
断

書
、
帰
省
後
は
地
元
の
医
師
の

診
断
書
。
 

出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
は
、
 

協
会
に
加
入
し
、
健
康
診
断
を

受
け
、
グ
ル
ー
プ
届
出
就
労
、
 

事
故
見
舞
金
制
度
に
加
入
し
て

安
全
で
明
る
い
出
稼
ぎ
を
し
ま

し
ょ
、つ
。
 

◇
 

◇
 

昭和58年（1983年）7 月1日 
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国圏回囲国囲園回囲囚回団回国団囲回 

種 類 事 故‘ 災 害 の 程 度 給付額 

死
見
 
亡
金
 

舞
  

出稼中（出発から帰宅まで）における死亡、ただ
し、一時帰省中の死亡を除く。 500,000円 

傷 	病 

見舞金 

出稼中における負傷 
6 カ月以上であるもの 80,000円 

又は疾病で休業療養

を要するもの 

3 カ月以上6 力月未満であ
るもの 60.000円 

1カ月以上 3 力月未満であ
るもの 

50,000円 

障
見
 
害
金
 

舞
  

出稼中における負傷又は疾病による障害で通常の
就労を不能とする程度のもの 200,000円 

火 

見舞金 

加入者の留守宅の火災による焼失（半焼以上） 80,000円 

加入者の出稼就労先宿舎の火災で加入者に著しい
損害を生じさせたもの 30,000円 

※詳しくは、市出稼対策係にお問い合せください。 



共催（纂畿讐器） 

歯の健康相談室開設 

■日 時 7 月 23 日田

午後 2 時～ 4 時 

■場 所 五所川原市 

保健センター 

（新町・旧警察署跡） 

．相談内容 1．無料検診 

2．歯の健康相談 

■受 付 当日、保健センター 

豊
か
な
自
然

と
快
適
な
生

活
環
境
は
、
わ
た
し
た
ち
の

願
い
で
す
。
公
共
下
水
道
は
、
 

生
活
に
使
っ
た
水
を
下
水
処

理
場
に
集
め
、
き
れ

い
に
し

て
川
や
海
に
返
す
と
い
う
大

き
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
都
市
基
盤
整
備
の

一
環
と
し
て
下
水
道
事
業
を

重
点
施
策
の

ー
つ
に
掲
げ
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
明
年

度
供
用
開
始
予
定
と
な
り
ま

し
た
。
 

そ
れ
で
市
民
の
皆
さ
ん
に

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

今
回
か
ら
下
水
道
の
役
割
、
 

仕
組
な
ど
に
つ
い
て
シ
リ
ー
 

ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

o
川
や
海
の
汚
れ
が
ひ
ど

く
な
っ
て
い
ま
す
P
 

生
活
様
式

の
変
化
と
共
に

使
わ
れ
る
水
の
量
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
使
わ
れ
る
水
の

量
が
増
え
る
と
捨
て
ら
れ
る

水
の
量
も
増
え
て
き
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
の
街
も
例
外

で
な
く
、
現
在
4
0代
、
5
0代

の
人
た
ち
が
子
供
の
こ
ろ
は
 

素
足
で
小
川
に
入
り
、
小
魚

な
ど
を
取
っ
た
り
、
川
の
水

で
洗
濯
を
し
た
り
し
た
の
で

す
が
最
近
で
は
汚
れ
が
ひ
ど

く
な
っ
て
そ
う
し
た
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
汚
れ
た
水
を
集
め
、
 

き
れ
い
に
し
、
川
や
海
に
流

す
の
が
下
水
道
の
役
割
で
す
。
 

日
本
で
は
、
ョ

ー
ロ
ッ
パ

や
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
く
ら
べ

て
下
水
道
の
発
達
が
遅
れ
て

い
ま
す
の
で
、
捨
て
ら
れ
た

き
た
な
い
水
は
そ
の
ま
ま
流

れ
こ
ん
で
川
や
海
を
よ
ご
し

て
い
ま
す
。
 

川
や
海
が
よ
ご
れ
る
と
漁

業
を
営
む
人
々
、
農
業
を
営
 

む
人
々
は
大
変
被
害
を
受
け

ま
す
。
 

海
水
浴
場
な
ど
も
汚
れ
て
、
 

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
さ
ま

ざ
ま
な
悪
い
影
響
を
あ
た
え

ま
す
。
 

最
近
の
水
の
汚
れ
の
特
徴

は
、
以
前
に
く
ら
べ
て
汚
れ

具
合
が
少
な
く
な
っ
て
は
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
大
き
な

ご
み
が
浮
い
た
り
簡
単
に
取

り
除
け
な
い
よ
う
な
成
分
が

増
え
て
悪
臭
を
放
っ
た
り
、
 

ハ
エ
や
カ
な
ど
が
発
生
し
た

り
し
て
生
活
環
境
を
悪
く
し

て
い
ま
す
。
 

ま
た
水
の
流
れ
の
少
な
い

と
こ
ろ
で
は
ご
み
が
集
ま
っ

て
流
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
 

水
銀
や
カ
ド
ニ
ュ
ー
ム
な
ど

に
よ
っ
て
人
命
に
影
響
を
あ

た
え
て
い
る
と
こ
ろ
さ
え
で

て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
水
を
き
れ

い

に
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
。
 

そ
う
で
す
、
下
水
道
を
造

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

次
回
は
そ
の
下
水
道
の
役
割

に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し

ま
し
ょ
、つ
。
 

◇
 
◇
 

下
水
道
の
は
な
し
①
 

?
(
 

ジ
舞
 

舞
 
蕪
 
蜘
 

54i j- 広報ごしょがわら 

市
内
高
野
字
広
野
の
楠
美

チ

ョ
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
社
会
福

祉
に
役
立
て
て
下
さ
い
と

一
金

五
万
円
を
寄
付
、
森
田
市
長
に

託
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
故
楠
美
周
四
郎
殿
に
 
 

供
え
ら
れ
た
香
典
の
中
か
ら
送

ら
れ
た
も

の
で
、
日
赤
五
所
川

原
地
区
分
会
に
も
五
万
円
が
寄

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ろ
な
紛
争
が
起
こ
リ
ま
す
。
 

法
律
上
の
紛
争
は
、一
早
目
に

専
門
家

の
意
見
を
聴
き
、
的
確

な
解
決
を
図
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
 

ロ
と
き
 
七
月
二
十
三
日
 

（
土
）
午
後
一
時
か
ら
四
時

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
相
談
室
 

寝
た
き
り

の
お
年
寄

り
に
入
浴
サ
ー
ビ

ス
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
 

市
内
に
住
む
六
十
五
歳
以
上
の

在
宅
寝
た
き
り
老
人
を
対
象
に

特
別
入
浴
施
設
で

の
入
浴
サ
ー
 

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

利
用
ご
希
望
の
方
は
、
市
社

会
福
祉
協
議
会

（
廿
⑨
3
4
9
 

4
）
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

無
料
「巡
回
法
律
相
談
所
」
 

お

気
軽
に
ど

う
ぞ
 

市
と
青
森
県
弁
護
士
会
で
は
、
 

交
通
事
故
を

は
じ
め
、
土
地

次
の
日
程
で
無
料
 
「巡
回
法
律
 

や
家
屋
の
明
け
渡
し
、
金
銭
の

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
 

貸
し
借
り
、
離
婚
、
相
続

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

と
、
私
達
の
暮
し
に
は
い
ろ
い
 

「
心
配
ご

と
相
談
所
」
を
開
設
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
 

ロ
と
き
 
毎
週
水
曜
日
 
午

次
の
日
程
で
 
「心
配
ご
と
相
談
 
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
三
時

所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

ま
で
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
相
談
室
 

ク
社
会
福
祉
に

五
万
円
を

寄
付
4
 

高
野
の
楠

美

さ
ん
 

⑤ 昭和58年（ 1983年） 7 月 1日 
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×
踊
m
 

第
四
・
五
部

（
 

B
l
判
仕
上
寸

法
）
脚
帥
×
加
 

m
 

各
部
と
も
紙
質

・

色
彩
は
自
由
と
し

ま
す
が
、
裏
面
の

板
張
リ
、
表
面
に

セ
ロ
 
ハ
 
ン

‘
カ
バ
 

フコンクール 

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
 

昭
和
五
十
八
年
度
の
五
所

川

原
地
区
消
防
事
務
組
合
五
所
川

原
消
防
署
の
職
員
の
採

用
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
 

o

受
験
申
込
書
受

付
期
間

昭
和
五
十
八
年
七

月
五
日
 

（
火
）
か
ら
昭
和
五
十
八
年
七

月
二
十
五
日
（
月
）
ま
で
 

o

第

一
次
試
験
 

一
 
昭
和
五
十
八
年
八
月
九
日
 

（
火
〕
 

o

試
験
職
種
及
び
採
用
人
員

初
級
消
防
職
 
五
名
 

も
の
を
大
切
に
す
る
県
民
運

動
推
進
会
議
で
は
、
次
の
要
領

で
昭
和
五
十
八
年
度
の
作
品
募

集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ロ
募
集
内
容
 
も

の
を
大
切

に
す
る
趣
旨
を
取
り
入
れ
た
標

語
、
ポ
ス
タ
ー
、
生
活
体
験
文
、
 

論
文
。
 

ロ
応
募
点
数
 
一
人

一
点
ま

た
は
一
編
。
 

ロ
応
募
形
式
 
標
語
ー
一
点

十
六
字
程
度
。
 

ポ
ス
タ

ー
…
・3
9竺
旨
×
5
4竺

冒
（
四

つ
折
り
）
 

生
活
体
験
文
ま
た
は
論
文

ー
 

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
 
 

o

受
験
資
格
 

日
 
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
一

日
か
ら
昭
和
四
十
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
。
 

口
 
高
等
学
校
卒
業
以
上
の

学
歴
を
有
す
る
方
。
 

。
 
昭
和
五
十
八
年
七
月
一

日
以
前
か
ら
五
所
川
原
市

に
住
所
を
有
す
る
方
。
 

四
 
身
体
が
健
全
で
、
身
長

が
百
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
L
で
あ
る
こ
と
。
 

囲
 
両
眼
と
も
裸
眼
で
視
力
 

ロ
送
り
先
 
「

も
の
を
大
切

に
す
る
県
民
運
動
推
進
会
議
」
 

〒
0
3
0
青
森
市
長
島

一
丁
目
 

ロ
集
合
場
所
 
市
民
文
化
会
 

館
前
 

ロ
集
合
時
間
 
午
前
六
時
十
 

右
分
 

ロ
締
切
り
 
七
月
＋
日
（
日
）
 
 

〇
‘
三
以
上
、
色
覚
が
正

常
な

こ
と
。
 

因
 
自
動
車
運
転
免
許
の
普

通
免
許
又
は
大
型
免
許
を

も
っ
て
い
る
こ
と
。
 

o

お
問
合
せ
先
 

詳
し

い
こ
と
は
、
左
記

へ
お

間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
役
所
職
貝
課

（
。
 

⑩
2
1
1
1
、
内
線
3
1
1
ー
 

3
1
3
）
五
所
川
原
市
字
岩
木

町
十
二
番
地
 

一
番
一
号
 
県
消
費
流
通
課
内
 

（
曾
0
1
7
7
⑩
1
1
1
1
番

内
線
2
2
2
8
番
）
 

ロ
締
切
り
 
八
月
三
十

一
日
 

東
北
電
力
で
は
、
通
産
大
臣

の
認
可
を
得
て
家
屋
損
壊
等
で

被
害
を
受
け
ら
れ
た
お
客
に
対

し
、
電
気
料
金
等

の
特
別
措
置

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
申
し

出
願
い
ま
す
。
 

五
月
、
六
月
、
七
月
分
電
気

料
金
の
早
収
料
金
の
早
収
料
金

適
用
期
間
を
そ
れ
ぞ
れ

一
力
月

間
延
長
し
ま
す
。
 

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
が
被

災
前
と
同
じ
場
所
に
、
同
じ
契

約
内
容
で
昭
和
五
十
八
年
十

一

月
末
日
ま
で
電
気
の
使
用
を
申

し
込
ま
れ
た
場
合
は
工
事
費
負
 
 

担
金
は
申
し
受
け
な
い
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

ロ
申
込
み
方
法
 
被
災
さ
れ

た
方
で
、
特
別
措
置
に
該
当
す

る
場
合
は
、
所
定
の
申
込
書
に

記
入
の
う
え
、
 
「
擢
災
証
明
」
 

の
写
し
を
添
付
し
、
お
申
し
出

願

い
ま
す
。
 

（
東
北
電
力
五
所
川
原
営
業

所
）
 ◇

 

◇
 

◇
 

◇
 

い
葬協
シ
 

計
思
想
の
普
及
向
上
と
統
計

の

表
現
技
術
の
研
さ
ん
に
資
す
る

た
め
、
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク

ー
 

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
募
集
要

領
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

ロ
応
募
資
格
 

第

一
部
 
小
学
生

（
三年
生
 

以
下
）
 

第
二
部
 
小
学
生

（
四年
生
 

以
上
）
 

第
三
部
 
中
学
生
 

第
四
部
 
高
校
生
以
上
の
学
 

生
・
生
徒
 

第
五
部
 

一
般
 

口
課
題
 

各
部
と
も
自
由
と
し
ま
す
。
 

た
だ
し
、
第

一
部
の
作
品

に
つ
い
て
は
、
児
童
が
自
ら

観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
と
し
ま
す
。
 

ロ
応
募
作
品
 

用
紙
の
大
き
さ
 

第

一
・
二

・
三
 

部

（B
2
判
仕

上
寸
法
）
7
2m
 

交
通
事

故
巡

回
相
談
所
 

七
月
は
次

の
日

程
で

開
設
し

ま
す
。
 

ご
利

用
下

さ
い
。
 

ロ

と
 
き
 
七

月
十

三
日

（
水
）
 

一
一十
七
日

（
水
）
 

午
前

十
時

か
ら
午
後

二
時

ま
で
 

ロ

と
こ
ろ
 
市

民
文

化
会
館

別
館
二

階
 

、
王
催
 
青
森
県
交
通
事
故
相

談
所

市
民

課

市
民
相

談
室
 

地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
に
 

電
気
料

金
等

の
特

別
措
置
 

「
も
の
を

大
切
に
」
作
品
募
集
 

ク
八
甲
田
山
の
自
然
を
見
る
会
4
 

ロ
コ
ー
ス
 
北
八
甲
田
山
々
 
ロ

詳
細
 
五
所
川
原
一山
の
会
 

域
 

小
田
桐
美
喜
雄
（
廿
国
1
6
2
 

ロ
期
間
 
七
月
十
七
日
（
日
）
 

7
番
）
ま
で
ど
う
ぞ
。
 

ロ
会
費
 
二
千
円

（
バ
ス
、
 

※
雨
天
の
場
合
 
当
日
悪
天

写
真
、
保
険
代
を
含
む
）
 
候
が

予
報
さ
れ
た
場
合
は
中
止

ロ
募
集
人
員
 

五
十
名
 
で
、
 

一
日
前
の
午
後
お
し
ら
せ
 

し
ま
す
。
 

,
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器
ム
⑧
 

で

、
A
一
、ー
 

ー
ノ
公
ホ
ー
 

「一
稽〇
 

◆上手な電話の使い方、電話の工チケツト・マナ

―、便利な電話のいろいろなど、お子様から、 

ご年配の方まで 	判り易＜、楽しくお話しし 

ております。ぜひー度ダイヤルしてみて下さい。 

電報電話局からのお知らせ 
あなたもー度ダイヤル
してみませんかノ 

熊倉ー雄と 

倉田まり子が 】 
電話であなたに 

話しかけます。 ‘ 

毎日の暮しに役立っ、電話情報が得られます。 

五所川原局 35-0000番 

税
務
大

学
校
普
通
科

生
を

募
集
 

五
所
川
原
税

務
署
 

毎
年
七
月
は
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動

」
並
び
に
「
青
少

年
を
非
行
か
ら

ま
も
る
全
国
強

調
月
問
」
で
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
 

解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
1
1の
立
場

に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
与
国
的

な
も
の
で
す
。
 

次
代
を
担
う
少
年
を
非
行
か
ら

守
リ
、
升
行
に
陥
一
た
少
年
の
 

」叱
ち
h

リ
を
助
け
る
た
め
、
地
 

本
年
度
も
当
市
梅
田
出
身
伊

藤
正
規
画
M
旧
指
導
に
よ
る
市
民

絵
画
教
室
を
次
の
日
程
で
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
図
書
館
一
一

階
 ロ

講
師
 
伊
藤
正
規
画
伯
 

（
梅
田
出
身
、
日
展
無
鑑
査
、
光

風
会
審
査
貝
）
 

ロ
内
容
 
洋
画
、
水
彩
画
、
 

素
描
 
 

域
に
理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ

「つ
。
 

近
年
、
青
少
年
の
非
行
は
著

し
く
増
加
し
、
戦
後
第
三
の
ピ
 

ー
ク
を
形
成
し
つ
つ
あ
り
、
特

に
最
近
で
は
校
内
暴
力
を
始
め

と
す
る
暴
力
非
行
が
多
発
す
る
 

な
ど
誠
に
憂
慮
す
べ
き
状
況

に

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
国
で
は

毎
年
七
月
を
「
青
少
年
を
非
行

か
ら
ま
も
る
全
国
強
調
月
間
」
 

に
さ
だ
め
、
各
推
進
機
関

・
団

体
が
相
互
に
緊
密
な
連
携
の
も

と
に
、
関
連
行
事
等
を
実
施
し
 

口
受
講
料
 
無
料
 
た
だ
し
、
 

用
具
等
は
各
自
持
参
の
こ
と
。
 

ロ
参
加
対
象
 
中
、
高
校
生

及
び

一
般
 

ロ
申
込
先
 
じ
月
二
十
三
日
 

(
L
）
ま
で
教
育
委
員
会
社
会
 

プ
ザ
ドさ
い
。
 

ク盆
栽
鑑
賞
会
を
開
催

ク
 

毘
沙
門
庭
本
愛
好
会

（
太
田

省
三
会
長
）
で
は
七
月
九
日

ー
 

十

一
日
ま
で
、
広
域
新
農
業
セ

／
タ
ー
（
市
内
毘
沙
門
）
に
お
 
 

て
お
り
ま
す
？
 

当
市
で
は
今
年
度
も
こ
の
運

動
に
呼
応
し
、
市
保
護
司
会
、
 

地
区
更
生
保
護
婦
人
会
等
関
係

団
体
に
よ
り
実
施
委
員
会
を
設

置
、
市
民
集
会

・
パ
レ
ー
ド
 

（
七月
二
日
（土
）
午
前
十
時
市
 

庁
舎
前
お
祭
リ
広
場
）
、
地
域

座
談
会
等
を
開
く
予
定
で
す
。
 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
J
 

（
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
。
⑩

？
「9
4
1

番
）
 

い
て
盆
栽
の
鑑
賞
会
を
開
催
し

ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
多

数
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

ク
香
典
返
し

に
と
 

十

万

円
寄

付
4
 

市
内
元
町
の
成
田
弘
三
さ
ん

は
六
月
十
七
日
、
夫
人
み
ほ
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

を
財
団
法
人
市
体
育
協
会
へ
寄

付
し
ま
し
た
。
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

昭
和
五
十
八
年
度
国
家
公
務

員
採
用
初
級
試
験

（
税務
）
が

次
に
よ
リ
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

o

受
験
資
格
 

昭
和
三
十
八
年
四
月
二
B
か

ら
昭
和
四
十

一
年
四
月

一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。
 

o

受
験
申
込
受
付
期
間
 

七
月
六
日

（
水
）
か
ら
七
月
 

十
四
日
（
木

）
ま
で
。
 

o

申
込
先
 

人
事
院
地
方
事
務
局
あ
て
。
 

な
お
、
申
込
用
紙
な
ど
ほ
人

事
院
の
ほ
か
、
各
税
務
署
に

あ
り
ま
す
。
 

o

第

一
次
試
験
 
 

十
月
二
日

（
日
）
 

教
養
試
験
、
適
性
試
験
及
び
 

作
文
試
験
 

o

第
ニ
次
試
験
 

十

一
月
中
旬
か
ら
＋
二
月
上
 

旬
ま
で
の
間
の
一
日
 

o

合
格
者
発
表
 

十
二
月
二
十
日

（
火
）
 

な
お
、
こ
の
試
験
に
合
格
し

ま
す
と
税
務
職
員
と
し

て
採

用
さ
れ
、
同
時
に
税
務
大
学
校

普
通
科

（仙
台

・
東
京
）
に
入

校
し
、
約
一
年
三
カ
月
の
研
修

を
受
け
卒
業
後
国
税
の
仕
事
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
 

ー
な
ど
を
つ
け
る

こ
と
は
認
め
ま
せ

ん
。
 

ロ
締
切
日
及
び
送
付

先
 昭

和
5
8年
8
月
 

2
0日
ま
で
に
市
総

務
課
企
画
室

・
統

計
調
査
係

へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

入
選
者
に
は
賞
状

及
び
副
賞
を
、
選
 

外
出
品
者
に
は
記
念
品
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。
 

ロ
入
選
発
表
 

入
選
者
の
発
表
は
、
9
月

下
旬
に
所
轄
の
市
町
村
長
及

び
所
属
学
校
長
に
通
知
し
ま

す
。
ま
た
、
県
統
計
協
会
機

関
紙
に
も
発
表
し
ま
す
。
 

口
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
品

各
部
と
も
県
予
選
の
入
選

作
品
中
5
点
ま
で
を
全
国

コ

ン
ク
ー
ル
に
推
せ
ん
出
品
し

ま
す
。
 

ロ
応
募
作
品
の
所
属
 

入
選
作
品
（
佳
作
を
含
む
）
 

の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属

す
る
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、
 

入
選
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
 

詳
し

い
こ
と
は
、

市
総

務

課
企
画
室

・
統
計
調
査
係

（
廿

⑩
2
1
1
1
番

・
内
線
3
1
8
 

番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

ク
市
民
絵

画
教
室
を

開
催
ク
 

ロ
と
き
 
七
月
二
十
六
日
 

教
育
課

（
廿
⑩
2
1
1
1
番
、
 

（
火
）
ー
二
十
八
日

（
木
）
、n
」一
りb
胃

線
2
5

0
番
）
へ
お
申
し
込
 

ク
防
ご

う
非
行
・

助
け

よ
う
立
ち
直

り
4
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(546号） ⑧ 

将来のだんな様のために今のうちから少しでも 教 

料理のレパートリーを増やしておこうと思っては 室 

じめました。 

できあがってからみんなでワイワイ試食するの 

も楽しみです。 

これで素敵なカレが見つかれば一石二鳥なのに 

市勤労青少年ホーム 

ツベルクリン反応とBCGを接種 

ロ対 象 生後6 カ月から48カ月までです。 

（ただし、BCGの接種を受けた乳幼児は除きます。） 

ロお願い 

1,母子健康手帳を必ず持参して下さい。 

2．当日の朝、必ず体温を計って来て下さい。 

3.お子さんの体質を良く知っている方がお連れ下さい。 

地 区 名 ッべルクリ反応検査 BCG接種 

五小学区・毘沙門 7 月 5 日（刃 7月 7 日困 

南小学区・中川・梅沢 7 月12日困 7月14日囲 

松島・飯詰・松島町 7月20日困 7 月22日田 

栄・みどり町 7月27日（村 7月29日圃 

ロ場 所 保健センター（新町バス停前） 

ロ受 付 午後1時から1時30分 

一
しが
ま
つ
こ
 

一
 
料

理

教
室
 

広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下

さ
い
 

乳幼児の健康診査 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程

で行います。該当する赤ちゃんには受診さ

せるようにして下さい。 

口受 付 時 間 午後1時～ 1時30分まで

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル

現在病気治療中か他の医療機関で健康診

査を受けている乳幼児はご遠慮下さい。 

6 カ月児、1歳児は健康相談のみです。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行い

ます。 

ロお願い 3 歳児健診は、尿検査も行いま

すので、当日きれいに洗った小

びんに尿を入れてもってきてく

ださい。 

ロところ いずれも保健センター（新町バス停前） 

月 齢 対 	象 	児 と 	き 

3 カ月児 昭和58年 3 月生まれ 7 月12日 

6 カ月児 昭和57年12月生まれ 7月19日 

1 歳児 昭和57年 6 月生まれ 7月25日 

1 	歳 

6 カ月児 
昭和57年1月生まれ 7 月26日 

3 歳児 昭和55年1月生まれ 
' 

7月15日 

ク保
健
セ
ン
タ
ー

に

お
け
る
健
康
相
談

ク
 

保
健
セ
ン
タ

ー
で
は
、
 
一
般

市
民
を
対
象

に
保
健
婦

に
よ
る

健
康
相

談
を
行
う

て
い
ま
す
。
 

ご
自
由
に
お
い
で

下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
毎
週
水

・
金
曜
日

の
午
前
十
時

ー
午
後

三
時
ま
で

と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

愛の血液助け合い運動月間（ 7 

月1日～31日）が始まりました。 

皆さんのご協力をお願いします。 

曜 日 午前io:oo- 12:00 午後1:30-4:00 

7 日困 旧鎌谷集会所跡地 五一中通り東北電工 

21日困 保健センター裏 広 田 木 村石油 

26日（幻 若 葉 森 の 家 丸友デパート駐車場 

7 月の予定 

、街頭献血にご協力を、 
（
金
）
午
後

一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
保

健

セ
ン
タ

ー
 

ロ
か

ー
マ
 
「

婦
人

の
か
ゆ
 

み
に
つ
い

て
」
 

ロ
講
師
 
斎
藤

春
雄
氏
 

医
師
会
と
家

庭
を
結
ぶ
 
「
み

ん
な
の

健
康
教
室

」
を
次

の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
出
席
下

さ
い
。
 

ロ
と
き
 
七

月
二
＋
二
日
  
×
 

ク
み
ん
な
の
健
康
教

室
4
 

 

7月 1日～31日 

 

そ 
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